
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ�

　
大
手
業
者
は
、
熊
本
地
震

や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、

受
注
が
多
く
な
っ
て
お
り
辞

退
に
い
た
っ
た
。

Ｑ�

　
工
事
期
間
中
の
安
全
対
策

と
学
習
へ
の
影
響
に
配
慮
を
。

Ａ�

　
工
事
車
両
の
進
入
を
制
限

し
、
増
築
部
分
は
囲
っ
て
作

業
す
る
。
学
校
側
と
協
議
し

対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
　
バ
ル
コ
ニ
ー
の
安
全
性
は
。

Ａ�

　
高
さ
１・
１
m
の
手
す
り

を
つ
け
、
観
覧
用
使
用
は
周

知
し
安
全
対
策
を
と
る
。

Ｑ�

　
Ｊ
Ｖ
で
地
元
業
者
の
指
名

は
で
き
な
か
っ
た
か
。

Ａ�

　
５
億
円
以
上
は
等
級
Ａ
以

上
の
業
者
。
落
札
を
考
え
実

績
の
あ
る
規
模
の
業
者
指
名

を
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
校
舎
増
築
工
事
請
負
契
約

　

幸
田
小
学
校
は
児
童
数
の
増

加
が
著
し
く
、
平
成
29
年
４
月

に
29
ク
ラ
ス
と
な
り
教
室
不
足

と
な
る
。
平
成
33
年
度
、
児
童

数
１
１
０
０
人
、
35
ク
ラ
ス
の

学
校
規
模
に
整
備
す
る
。

　
校
舎
増
築
は
、
普
通
教
室
７
、

少
人
数
指
導
用
教
室
２
、
第
２

理
科
室
、
第
２
音
楽
室
を
多
目

的
室
兼
用
で
整
備
し
、
第
３
児

童
ク
ラ
ブ
専
用
ス
ペ
ー
ス
も
併

せ
て
整
備
す
る
。

契
約
金
額

４
億
８
４
９
２
万
円

契
約
方
法

　
15
社
（
う
ち
９
社
辞
退
）
に

よ
る
指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

　
松
井
建
設
㈱
名
古
屋
支
店

工
期

　
平
成
29
年
２
月
28
日
ま
で

Ｑ�

　
指
名
15
社
中
９
社
辞
退
し

6　
月
定
例
会
は
、
６
月
１
日

か
ら
20
日
ま
で
の
20
日
間

の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

繰
越
明
許
費
の
報
告
２
件
、

工
事
の
請
負
契
約
（
幸
田
小
学

校
校
舎
増
築
工
事
）、
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
、
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
単
行
議
案
７
件
、
補
正
予

算
３
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
陳
情
３
件
を
審
議

し
、
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
７
人
が
町
政

全
般
の
問
題
を
た
だ
し
ま
し
た
。

定
あ
例
ら
会
ま
の
し

6月

児
童
増
加
対
応 

幸
田
小
学
校
校
舎
増
築

教
育
環
境
の
整
備
　

一
般
質
問

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

議
会
報
告
会

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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低
温
プ
ラ
ズ
マ
技
術
応
用
検
討

業
務
委
託
料

２
８
０
万
円

Ｑ�

　
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の

活
用
だ
が
、
引
き
続
き
名
古

屋
大
学
に
委
託
す
る
の
か
。

Ａ�

　
低
温
プ
ラ
ズ
マ
技
術
を
応

用
し
、
活
用
す
る
町
内
外
企

業
か
ら
の
協
力
金
で
研
究
を

お
こ
な
う
。
名
古
屋
大
学
に

委
託
し
安
価
な
装
置
開
発
を

目
的
と
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

Ａ
　
危
険
が
想
定
さ
れ
る
公
務
。

　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

軽
減
が
は
か
ら
れ
る
。

Ｑ�

　
１
つ
の
番
号
に
個
人
情
報

が
集
積
さ
れ
る
。
不
正
ア
ク

セ
ス
な
ど
で
情
報
漏
え
い
が

危
惧
さ
れ
る
が
対
策
を
。

Ａ�

　
シ
ス
テ
ム
の
強
じ
ん
化
を

は
か
り
、
パ
ス
ワ
ー
ド
と
指

紋
認
証
で
取
扱
い
を
限
定
。

（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

ふ
る
さ
と
寄
附
業
務
委
託
料

５
２
０
０
万
円

Ｑ�

　
ふ
る
さ
と
寄
附
金（
納
税
）

の
申
し
込
み
状
況
は
。

Ａ�

　
想
定
を
大
き
く
上
回
り
総

額
１
億
円
を
め
ざ
す
。
６

月
17
日
現
在
７
２
１
件
で

１
７
３
２
万
円
に
。

Ｑ�

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
サ
イ
ト

拡
大
と
返
礼
品
の
金
額
は
。

Ａ�

　
楽
天
以
外
の
取
り
扱
い
サ

イ
ト
も
利
用
し
て
い
き
た
い
。

　�

返
礼
品
は
50
％
相
当
で
、
そ

の
他
経
費
は
15
％
。

主
な
事
業

子
ど
も
・
子
育
て
シ
ス
テ
ム
改

修
業
務
委
託
料

２
４
６
万
円

広
域
新
施
設
立
地
場
所
選
定
調

査
業
務
負
担
金

20
万
円

Ｑ�

　
ご
み
焼
却
炉
の
広
域
化
は
、

い
つ
決
ま
っ
た
の
か
。

Ａ�

　
昨
年
、
岡
崎
・
西
尾
・
幸

田
の
２
市
１
町
で
用
地
選
定

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
西
尾

市
で
発
注
す
る
。
平
成
31
年

ま
で
に
用
地
選
定
し
、
42
年

に
稼
働
を
目
指
す
。

防
災
ダ
ム
事
業
計
画
策
定
業
務

補
助
金

１
９
８
０
万
円

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
管
理
シ
ス

テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

２
４
６
万
円

（
反
対
１
賛
成
14
で
可
決
）

　

公
務
中
の
傷
病
補
償
年
金
と

障
害
厚
生
年
金
等
の
併
給
の
場

合
の
調
整
率
を
０
・
８
８
に
引

き
上
げ
る
。
特
殊
公
務
の
場
合

は
０
・
９
２
に
引
き
上
げ
る
。

Ｑ
　
特
殊
公
務
と
は
。

　

第
１
分
団
第
１
部
の
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
が
、
取
得
後
15
年

が
経
過
し
品
質
が
低
下
し
た
た

め
、
整
備
計
画
に
基
づ
き
更
新

す
る
。

契
約
金
額

１
９
７
６
万
４
０
０
０
円

契
約
方
法

　
８
社
に
よ
る
指
名
競
争
入
札

契
約
の
相
手
方

　
小
川
ポ
ン
プ
工
業
株
式
会
社

納
期

　

平
成
29
年
２
月
28
日

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

国
民
健
康
保
険
税
課
税
限
度

額
を
基
礎
課
税
額
（
医
療
分
）

と
後
期
高
齢
者
支
援
金
を
そ
れ

ぞ
れ
２
万
円
引
き
上
げ
89
万
円

に
。

　
低
所
得
者
軽
減
に
係
る
判
定

所
得
基
準
額
を
引
上
げ
、
２
割
、

５
割
軽
減
を
拡
大
す
る
。

Ｑ�

　
限
度
額
引
き
上
げ
の
対
象

者
と
影
響
額
は
。

Ａ
　
医
療
分
89
世
帯
で
１
８
５

　�

万
円
。
後
期
分
66
世
帯
で

１
４
８
万
円
に
な
る
。

Ｑ�

　
課
税
限
度
額
の
過
去
３
年

間
の
推
移
は
。

Ａ�

　
平
成
25
年
度
77
万
円
、
26

年
度
81
万
円
、
27
年
度
85
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

（
反
対
２
賛
成
13
で
可
決
）

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
、
庁

内
連
携
事
務
で
個
人
番
号
を
利

用
す
る
。

Ｑ�

　
町
民
の
同
意
が
な
く
て
も

独
自
利
用
が
で
き
る
の
か
。

Ａ�

　
条
例
で
定
め
る
と
行
政
で

利
用
が
で
き
、
町
民
の
負
担

消防団競錬会

財
産
の
取
得
（
Ｃ
D
ー

Ｉ
型
ポ
ン
プ
自
動
車
）

一
般
会
計
補
正
予
算

２
４
９
３
万
円
追
加

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

ふ
る
さ
と
納
税
好
調

一
般
会
計
補
正
予
算（
最
終
日
追
加
補
正
）

５
４
８
０
万
円
追
加

国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）
の
利
用
拡
大

非
常
勤
消
防
団
員

等
の
損
害
補
償
の

基
準
を
引
上
げ
る

シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

２
７
０
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

町道丸山１号線・同２号線と町道大草丸山１号線・同２号線は
同一ではないので、それを前提に行われた町道大草丸山１号
線・同２号線の平成18年３月31日付け路線認定及び区域決定並
びに平成18年４月３日付け供用開始を取り消し、町道丸山１号
線・同２号線の廃止を取り消してください。
陳情者　清水　淳	 （全員反対で不採択）

平成24年度町民会館北用地現況測量業務による測量は予算及び
目的から公共測量でなければならないが、測量法33条１項に定
められた国土交通大臣の承認を得ていない、同法32条に定めら
れた公共測量の成果に基づいて実施されていない等の瑕疵があ
るので、取り消してください。
陳情者　清水　淳	 （全員反対で不採択）

幸田町がハッピネス・ヒル・幸田事業に使用している町民会館
北側各土地の境界標（杭等）及び町道菱池大草１号線と大草丸
山17番1、同18番3等との境界標（杭等）を復元してください。
陳情者　清水　淳	 （全員反対で不採択）

陳　情

一
般
質
問

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

議
会
報
告
会

6
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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